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台
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の
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山
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俊

郎

大

谷

大

学

は

じ

め

に

今
日
、
自
然
と
い
え
ば
、
ま
ず

山
川
草
木

な
る
環
境
世
界
を
思
い
う
か
べ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
意
味
で
の
自
然
と
い
う
用

語
が
日
本
に
定
着
し
た
の
は
、
明
治
三
十
年
代
以
降
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
の
日
本
に
は
、
客
観
的
な
世
界
を
意
味
す
る
自
然
と
い

う
言
葉
も
概
念
も
存
在
し
な
か
っ
た
、
と
い
う
。
一
方
、
中
国
で
は
自
然
と
い
う
語
は
、
老
荘
の
道
家
の
用
語
と
し
て
古
来
使
用
さ
れ
て

き
て
お
り
、
日
本
で
も
仏
教
用
語
と
し
て
の

自
然

（
ジ
ネ
ン
）
と
い
う
語
の
歴
史
は
古
い
。
現
在
私
た
ち
が
使
用
し
て
い
る
自
然
と

い
う
語
は
、
伝
来
の

自
然

（
オ
ノ
ズ
カ
ラ
シ
カ
ル
）
の
意
味
と
、n

a
tu
re

の
翻
訳
語
と
し
て
の
自
然
の
意
味
と
が
混
在
す
る
、
独
特
の

ニ
ュ
ア
ン
ス
を
含
ん
だ
言
葉
で
あ
る
、
と
さ
れ
る
。（
柳
父
章

自
然

翻
訳
語
の
生
ん
だ
誤
解

翻
訳
語
成
立
事
情

〔
岩
波
新
書
〕、

一
九
八
二
参
照
）

こ
の
小
論
で
は
、
天
台
大
師
智

（
以
下
、
智

）（
五
三
八
〜
五
九
七
）
の
自
然
観
を
め
ぐ
る
二
、
三
の
課
題
に
つ
い
て

察
し
た
。

ま
ず
、
智

が
修
禅
者
と
い
う
立
場
か
ら
自
然
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
態
度
で
自
然
に
関
わ
っ
た
か
を

え
た
。
次

に
、
山
川
草
木
・
天
地
万
物
な
る
自
然
と
、
伝
来
の

自
然

（
ジ
ネ
ン
）
と
い
う
概
念
と
が
、
智

の
教
学
に
お
い
て
関
わ
り
が
あ
る

天
台
智

の
自
然
観
（
山
野
俊
郎
）
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の
か
、
も
し
あ
る
と
す
れ
ば
ど
ん
な
関
係
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
見
て
み
た
。
そ
し
て
、

自
然

（
ジ
ネ
ン
）
を
め
ぐ
る
悪
の

問
題
に
つ
い
て
は
、
老
荘
の
道
家
と
悪
趣
空
の
仏
教
者
に
た
い
す
る
智

の
批
判
を
中
心
に

察
し
た
。

一

自
然
に
た
い
す
る
認
識
と
態
度

智

は
陳
の
太
建
七
（
五
七
五
）
年
に
都
金
陵
を
離
れ
て
天
台
山
に
入
り
、

山
水
を
歴
游

し
た
後
、
仏

峰
に
修
禅
寺
を
か
ま
え

た
。
こ
の
仏

の
地
に
つ
い
て

隋
天
台
智
者
大
師
別
伝

（
以
下

別
伝

）
に
は
、

仏

に
旋
帰
す
る
に
、
風
煙
山
水
、
外
は
憂
い
を
忘
る
る
に
足
り
、
妙
慧
深
禅
、
内
は
愉
楽
に
充
つ
。

旋
帰
仏

、
風
煙
山
水
、
外
足
忘
憂
、
妙
慧
深
禅
、
内
充
愉
楽
。（T

50.
193b

）

と
描
か
れ
る
。
そ
の
後
、
五
八
五
年
（
智

四
八
歳
）
に
、
南
朝
陳
の
王
（
後
主
）
の
求
め
に
応
じ
て
、
智

は
天
台
山
を
下
山
し
都
金

陵
に
入
っ
た
。
そ
の
四
年
後
に
陳
朝
は
滅
亡
し
、
戦
乱
の
中
、
智

は
流
浪
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
五
九
五
年
（
五
八
歳
）
に
は
、

隋
の
晋
王
広
の
要
請
を
う
け
て
揚
州
に
至
り
、
更
に
天
台
山
に
再
入
山
し
た
。

別
伝

に
は
そ
の
折
の
彼
の
思
い
が
次
の
よ
う
に
記
さ

れ
る
。旧

所
荒
廃
し
て
よ
り
凡
そ
一
十
二
載
、
人

久
し
く
断
え
、
竹
樹
は
林
を
成
す
。（
中
略
）
智
者
は
も
と
よ
り
泉
石
を
好
み
、
杖
を

負
い
て
林
を
閑
遊
す
。
沈
吟
し
歎
じ
て
曰
く
、

人
間
に
在
り
と
雖
も
山
野
を
忘
れ
ず
、
幽
幽
た
る
深
谷
、
愉
愉
た
る
静
夜
、
神
を

澄
ま
し
自
ず
か
ら
照
ら
す
。
ま
た
楽
し
か
ら
ず
や

と
。

旧
所
荒
廃
、
凡
一
十
二
載
、
人

久
断
、
竹
樹
成
林
。（
中
略
）
智
者
雅
好
泉
石
、
負
杖
閑
遊
、
沈
吟
歎
曰
、
雖
在
人
間
、
弗
忘

山
野
、
幽
幽
深
谷
、
愉
愉
静
夜
、
澄
心
自
照
、
豈
不
楽
哉
。（T

50.
195c

）

天
台
智

の
自
然
観
（
山
野
俊
郎
）
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こ
こ
に
は
智

の
、
自
然
に
た
い
す
る
深
い
愛
好
が
窺
わ
れ
る
。
そ
も
そ
も
禅
観
修
行
者
で
あ
る
智

に
と
っ
て
、
山
川
草
木
な
る
自

然
は
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

上
の
引
用
文
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
自
然
に
富
ん
だ
山
水
の
地
は
、
修
行
者
に
と
っ
て
ま
ず
第
一
に
、
修
禅
に
最
適
な
場
所
で
あ

っ
た
。
た
と
え
ば
、

摩

止
観

巻
四
で
は
、
円
頓
止
観
の
修
行
（
十
境
十
乗
観
法
）
の
実
践
に
入
る
前
の
方
便
行
と
し
て
、
二
十
五
カ

条
（
二
十
五
方
便
）
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

具
五
縁

（
五
縁
を
具
す
）
の
第
三

閑
居
静
処

（
静
処
に
閑
居
す
）
で
は
、
修
行
者

の
住
居
に
か
ん
す
る
規
定
が
説
か
れ
る
。
修
行
に
適
切
な
場
所
と
し
て
、
深
山
遠
谷
・
頭
陀

・
蘭
若
伽
藍
の
三
種
を
あ
げ
る
が
、
こ

の
う
ち
深
山
遠
谷
に
つ
い
て
、

も
し
深
山
遠
谷
は
、
途
路
は
艱
険
に
し
て
、
永
く
人

を
絶
し
、
誰
か
相
い
悩
乱
せ
ん
。
意
を
恣
に
禅
観
し
、
念
念
が
道
に
あ
り
、

毀
誉
も
起
ら
ざ
れ
ば
、
是
の
処
は
最
も
勝
る
。

若
深
山
遠
谷
、
途
路
艱
険
、
永
絶
人

、
誰
相
悩
乱
。
恣
意
禅
観
、
念
念
在
道
、
毀
誉
不
起
、
是
処
最
勝
。（T

46.
42b

）

と
説
く
。
世
間
を
遠
く
離
れ
た
深
山
幽
谷
の
地
こ
そ
、
心
安
ら
か
に
止
観
の
実
践
に
専
念
す
る
た
め
の
最
勝
の
環
境
で
あ
る
、
と
さ
れ
る
。

第
二
に
、
自
然
は
修
行
者
に
と
っ
て
避
難
場
所
だ
っ
た
と
い
え
る
。
自
行
・
化
他
の
実
現
を
妨
げ
る
も
の
（
障
道
）
か
ら
逃
れ
避
け
、

わ
が
身
を
安
住
す
る
の
が
、

絶
域
他
方

の
深
山
で
あ
り
、
自
然
だ
っ
た
。
病
い
を
え
た
者
が
身
体
を
休
め
、
薬
を
服
用
し
て
身
力
を

回
復
す
る
よ
う
に
、
避
難
所
と
し
て
の
自
然
の
中
で
修
行
者
は
、
化
他
の
条
件
と
な
る
深
い
三
昧
力
を
養
い
、
身
に
つ
け
る
の
で
あ
る
、

と
さ
れ
る
。

摩

止
観

の
十
乗
観
法
の
第
九

安
忍

の
節
で
は
、
外
か
ら
来
る
名
誉
や
利
養
な
ど
の
誘
惑
へ
の
対
処
法
が
説
か
れ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
、

安
忍
と
は
能
く
忍
ん
で
道
事
を
成
し
、
動
ぜ
ず
、
ま
た
退
か
ず

（T
46.

99a

〜b

）
と
述
べ
、
次
い
で
、

自
行
・
化
他
の
力
用
を

安
忍

に
よ
っ
て
回
復
す
べ
き
こ
と
を
説
く
。

天
台
智

の
自
然
観
（
山
野
俊
郎
）
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初
め
一
人
に
対
す
る
に
、
馳
伝
（
化
他
行
が
広
が
り
伝
わ
る
こ
と
）
す
る
こ
と
漸
く
広
け
れ
ば
則
ち
止
む
こ
と
を
得
ず
。
初
め
に
益
あ

り
と
謂
え
ど
も
、
他
を
益
す
る
こ
と
蓋
し
微
に
し
て
、
自
行
を
廃
損
す
。
唯
だ
品
秩
の
進
ま
ざ
る
の
み
に
あ
ら
ず
、
障
道
が
還
っ
て

興
る
。（
中
略
）
破
敗
の
菩
薩
な
り
。（
中
略
）
且
ら
く
当
に
安
忍
し
て
深
く
三
昧
を
修
す
べ
し
。
行
が
成
り
、
力
著
わ
れ
、
化
（
化

他
）
を
為
す
こ
と
晩
か
ら
ず
。

初
対
一
人
、
馳
伝
漸
広
則
不
得
止
。
初
謂
有
益
、
益
他
蓋
微
、
廃
損
自
行
。
非
唯
品
秩
不
進
、
障
道
還
興
。（
中
略
）
破
敗
菩
薩

也
。（
中
略
）
且
当
安
忍
深
修
三
昧
、
行
成
力
著
、
為
化
不
晩
。（T

46.
99b

）

人
々
を
教
化
・
説
法
す
る
な
か
で
、
障
道
の
因
縁
が
生
じ
、
化
他
の
み
な
ら
ず
、
自
行
も
後
退
す
る
堕
落
し
た
修
行
者
を

破
敗
の
菩

薩

と
呼
ぶ
。
そ
の
よ
う
な
破
敗
の
菩
薩
に
な
ら
な
い
た
め
に
、
ま
ず
は

深
山

に
身
を
ひ
そ
め
、
安
忍
し
て
自
行
に
努
め
る
べ
き
で

あ
る
。
自
行
を
成
就
し
、
真
の
菩
薩
と
な
っ
て
後
に
、
化
他
の
行
に
出
て
も
決
し
て
遅
く
な
い
と
い
う
。
菩
薩
は
世
間
に
遠
く
離
れ
て
深

山
に
身
を
置
き
、
自
行
に
専
念
す
る
と
き
も
、
心
は
常
に
化
他
の
願
を
懐
き
、
衆
生
を
遠
離
す
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
は
決
し
て
世
間
か

ら
の
逃
避
で
は
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
智

は
智
度
論
を
引
用
し
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

大
論
（
智
度
論
）
に
云
く
、

菩
薩
は
人
を
度
す
る
を
以
て
事
と
為
す
。
云
何
ぞ
深
山
に
し
て
自
ら
善
く
す
る
や
。
答
え
て
曰
く
、

薬
を
服
し
て
身
を
将
け
、
体
が
康
く
し
て
業
に
復
す
る
が
如
し
。
身
は
遠
離
す
る
と
雖
も
、
心
は
遠
離
せ
ず

と
。

大
論
云
、
菩
薩
以
度
人
為
事
、
云
何
深
山
自
善
。
答
曰
、
如
服
薬
将
身
、
体
康
復
業
。
身
雖
遠
離
、
心
不
遠
離
。（T

46.
99b

）

摩

止
観

巻
七
下
で
は
、
名
誉
と
利
養
と
い
う
外
賊
の
誘
惑
に
た
い
し
て
三
術
（
莫
受
莫
著
・
縮
徳
露

・
一
挙
万
里
）
を
も
っ
て
対

抗
す
べ
き
こ
と
を
説
く
。
誘
惑
を
回
避
し
が
た
い
最
悪
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
、

一
挙
万
里

（
一
気
に
万
里
の
遠
く
に
至
る
こ
と
）
の
方

法
が
最
適
で
あ
る
と
い
う
。

天
台
智

の
自
然
観
（
山
野
俊
郎
）
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も
し
名
誉
の
羅

（＝

あ
み
）
と
利
養
の
毛
縄
を
被
っ
て
、（
中
略
）
も
し
迹
を
遁
す
も
脱
れ
ざ
れ
ば
、
当
に
一
挙
万
里
、
絶
域
の
他

方
に
し
て
、
相
い
諳
練
す
る
こ
と
な
く
、
快
く
道
を
学
ぶ
こ
と
を
得
。

若
被
名
誉
羅

、
利
養
毛
縄
、（
中
略
）
若
遁
迹
不
脱
、
当
一
挙
万
里
、
絶
域
他
方
、
無
相
諳
練
、
快
得
学
道
。（T

46.
99b

〜c

）

こ
こ
に
い
う

相
い
諳
練
す
る
こ
と
な
し

と
は
、
注
釈
書
に
よ
れ
ば
、

迹
を
没
し
て
彼
・
此
の
通
ぜ
ざ
る

こ
と
で
あ
る
、
と
さ
れ

る
。（
癡
空

摩

止
観
講
義

巻
九
）

一
挙
万
里

の
具
体
的
な
例
を
、
智

の
天
台
入
山
の
事
情
を
語
る

別
伝

の
記
事
に
、
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
智

に
は
、
陳

都
金
陵
で
の
八
年
間
に
わ
た
る
講
学
生
活
に
お
い
て
、
名
利
の
誘
惑
や
、
他
者
か
ら
の
毀
誉
褒
貶
も
あ
り
、
ま
た
弟
子
の
育
成
な
ど
の
問

題
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
自
ら
の
自
行
・
化
他
（
化
道
）
の
能
力
に
不
安
を
感
じ
、
危
機
感
を
覚
え
た
智

が
と
っ
た
最
後
の
手
段
が
、
ま

さ
に
天
台
山
へ
の

一
挙
万
里

で
あ
っ
た
。

初
め
瓦
官
〔
寺
〕
に
四
十
人
共
に
坐
し
、
二
十
人
が
得
法
す
。
次
の
年
、
百
余
人
共
に
坐
し
、
二
十
人
が
得
法
す
。
次
の
年
は
二
百

人
共
に
坐
し
、
減
じ
て
十
人
が
得
法
す
。
そ
の
後
、
徒
衆
は
転
た
多
く
、
得
法
〔
の
者
〕
は
転
た
少
な
し
。
我
が
自
行
を
妨
ぐ
、
化

道
は
知
る
べ
し
。
群
賢
、
各
々
安
ん
ず
る
と
こ
ろ
に
随
え
。
吾
も
吾
が
志
に
従
わ
ん
と
欲
す
。

初
瓦
官
、
四
十
人
共
坐
、
二
十
人
得
法
。
次
年
、
百
余
人
共
坐
、
二
十
人
得
法
。
二
百
人
共
坐
、
減
十
人
得
法
。
其
後
徒
衆
転
多
、

得
法
転
少
。
妨
我
自
行
、
化
道
可
知
。
群
賢
各
随
所
安
、
吾
欲
従
吾
志
。（T

50.
193a

）

こ
の
よ
う
に
、
年
を
追
う
ご
と
に
智

の
も
と
に
集
う
徒
衆
は
増
加
し
た
が
、
逆
に
悟
り
に
至
る
修
行
者
の
割
合
は
、
減
少
し
続
け
た
と

い
う
。
た
だ
智

の
名
声
や
寺
の
隆
盛
に
ひ
か
れ
て
弟
子
入
り
す
る
、
機
根
の
劣
っ
た
修
行
者
も
多
く
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
う
し
て
、

都
で
の
生
活
が
自
ら
の
修
行
と
化
他
行
へ
の
妨
げ
に
な
る
、
と
自
覚
し
た
智

は
、

も
し
心
を
こ
の
嶺
（＝

天
台
山
）
に
息
め
、
峯
に

天
台
智

の
自
然
観
（
山
野
俊
郎
）
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啄
み
、

に
飲
ま
ば
、
平
生
の
願
を
展
べ
ん

（

別
伝

、
同
右
）
と
の
思
い
を
胸
に
、
天
台
山
へ
の
入
山
を
決
意
し
、
や
が
て
、
こ
の
山

に

一
挙
万
里

し
た
の
で
あ
る
。
仏
道
修
行
の
危
機
に
見
ま
わ
れ
て
い
た
智

に
と
っ
て
、
天
台
山
の
自
然
は
緊
急
の
避
難
所
で
あ
り
、

自
行
・
化
他
の
調
和
を
も
た
ら
す
修
禅
の
場
で
あ
っ
た
。

第
三
に
、
修
禅
者
智

に
と
っ
て
、
自
然
は
単
に
日
常
的
な
意
識
の
レ
ベ
ル
で
も
っ
て
眺
め
ら
れ
る
美
し
い
も
の
、
楽
し
い
も
の
で
あ

る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
は
ま
た
禅
観
の
対
象
で
あ
り
、
否
定
さ
る
べ
き
対
象
で
も
あ
っ
た
。

摩

止
観

巻
九
上
で
は
、
十
境
の
第

六

禅
定
境

を
説
く
な
か
、

大
不
浄
観

を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
衆
生
の
身
心
で
あ
る
正
報
だ
け
で
な
く
、
衆
生
の
環
境

世
界
で
あ
る
依
報
を
も
不
浄
と
観
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
依
正
二
報
へ
の
欲
心
と
執
着
を
止
息
し
よ
う
と
す
る
観
法
で
あ
る
。

も
し
大
不
浄
観
は
、
何
ぞ
但
だ
正
報
の
流
溢
不
浄
の
み
な
ら
ん
や
、
依
報
の
宅
宇
・
銭
財
・
穀
米
・
衣
服
・
飲
食
・
山
河
・
園
林
・

江

・
池
沼
、

り
て
是
の
色
法
は
悉
く
皆
な
不
浄
な
り
。（
中
略
）
山
は
肉
聚
の
如
く
、
池
は
膿
河
の
如
く
、
園
林
は
枯
骨
の
如

く
、
江
海
は
汪
穢
の
如
し
。（
中
略
）
坐
禅
の
中
に
お
い
て
、
忽
ち
上
の
如
く
見
る
。
此
の
大
地
に
一
の
好
処
も
な
く
、
依
・
正
も

ま
た
貪
る
べ
か
ら
ず
。

若
大
不
浄
観
、
何
但
正
報
流
溢
不
浄
、
依
報
宅
宇
銭
財
穀
米
衣
服
飲
食
山
河
園
林
江

池
沼
、
是
色
法
悉
皆
不
浄
。（
中
略
）
山

如
肉
聚
、
池
如
膿
河
、
園
林
如
枯
骨
、
江
海
如
汪
穢
。（
中
略
）
於
坐
禅
中
、
忽
如
上
見
。
見
此
大
地
、
無
一
好
処
、
依
正
不
復

可
貪
。（T

46.
123c

）

す
な
わ
ち
、
山
河
や
園
林
、
池
沼
、
大
地
な
ど
の
自
然
は
す
べ
て
不
浄
で
あ
り
、
愛
著
す
べ
き
対
象
で
は
な
い
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。
ど

ん
な
に
美
し
く
好
ま
し
い
山
川
草
木
の
景
観
も
、
そ
こ
に
執
着
心
が
あ
る
限
り
、
修
行
者
に
と
っ
て
障
道
の
因
縁
に
な
る
と
い
う
。

別
伝

の
記
述
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
智

に
は
自
然
に
た
い
す
る
深
い
愛
好
が
あ
っ
た
。
彼
は
元
よ
り

泉
石
を
好
み

、

天
台
智

の
自
然
観
（
山
野
俊
郎
）
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天
台
山
に
お
い
て
は

山
水
を
歴
游

し
、
仏

峰
の

風
煙
・
山
水

を
賞
で
た
。

三
十
余
年
、
水
石
の
間
に
あ
っ
て
、
因
っ
て
以

て
性
を
成

し
た
智

に
と
っ
て
、
自
然
の
な
か
で
の
生
活
は
、
心
楽
し
く

憂
い
を
忘
れ

、

平
生
の
願
い
を
展
べ

る
こ
と
の
で
き

る
も
の
で
あ
っ
た
、
と
い
う
。
智

が
眺
め
、
愛
好
し
た
自
然
と
は
、
愛
着
の
対
象
と
な
る
べ
き
自
然
で
は
な
く
、
い
わ
ば
諸
法
実
相
と

し
て
の
自
然
で
あ
り
、
一
色
一
香
無
非
中
道
と
し
て
の
自
然
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

第
四
に
、
観
心
の
所
現
と
し
て
の
自
然
、
と
い
う
観
点
が
注
目
さ
れ
る
。
修
禅
者
に
と
っ
て
、
彼
を
と
り
ま
く
環
境
世
界
（
自
然
）
は
、

彼
自
身
の
心
（
智
慧
）
の
反
映
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
主
体
者
の
境
涯
と
全
く
無
関
係
に
客
観
世
界
が
別
個
に
存
在
す
る
の
で
は
な
い
。

止
観
（
観
心
の
修
行
）
の
実
践
者
で
あ
る
智

に
お
い
て
も
、
こ
の
観
点
は
重
要
で
あ
る
。
智

に
お
け
る
自
然
の
認
識
も
、
ま
さ
に
そ

の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と

え
ら
れ
る
。

法
華
玄
義

巻
二
上
で
は
、
心
・
仏
・
衆
生
の
三
法
妙
を
説
く
な
か
で
、

根
と
塵
と
あ
い
対
し
て
、
一
念
の
心
の
起
こ
る
を
観
ず
る
に
、
十
界
の
中
に
お
い
て
必
ず
一
界
に
属
す
。
も
し
一
界
に
属
す
れ
ば
、

即
ち
百
界
千
法
を
具
し
て
、
一
念
の
中
に
お
い
て
悉
く
皆
な
備
足
す
。
此
の
心
の
幻
師
は
一
日
夜
に
お
い
て
、
常
に
種
々
の
衆
生
、

種
々
の
五
陰
、
種
々
の
国
土
を
造
る
。
所
謂
、
地
獄
の
仮
実
国
土
、
な
い
し
仏
界
の
仮
実
国
土
な
り
。
行
人
当
に
自
ら
選
択
す
べ
し
、

何
れ
の
道
に
従
う
べ
き
か
と
。

観
根
塵
相
対
、
一
念
心
起
、
於
十
界
中
必
属
一
界
。
若
属
一
界
、
即
具
百
界
千
法
、
於
一
念
中
悉
皆
備
足
。
此
心
幻
師
、
於
一
日

夜
、
常
造
種
種
衆
生
、
種
種
五
陰
、
種
種
国
土
。
所
謂
地
獄
仮
実
国
土
、
乃
至
仏
界
仮
実
国
土
。
行
人
当
自
選
択
、
何
道
可
従
。

（T
33.

696a

）

と
述
べ
て
い
る
。

心

と
い
う
幻
師
が
自
由
自
在
に
、
た
と
え
ば
種
々
の
国
土
を
造
り
出
す
の
で
あ
り
、
ど
の
国
土
に
生
き
る
か
は
、

行
者
自
身
の
主
体
的
な
修
道
に
依
る
、
と
い
う
。
ち
な
み
に
、
智

は
こ
の

種
々
の
国
土

に
つ
い
て
、
十
種
の
国
土
を
挙
げ
、

十

天
台
智

の
自
然
観
（
山
野
俊
郎
）
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種
の
所
居
を
通
じ
て
国
土
世
間
と
称
す
る
は
、
地
獄
は
赤
鉄
に
依
っ
て
住
し
、
畜
生
は
地
水
空
に
依
っ
て
住
し
、
修
羅
は
海
畔
海
底
に
依

っ
て
住
し
、（
中
略
）
如
来
は
常
寂
光
土
に
依
っ
て
住
す

（

摩

止
観

巻
五
上
、T

46.
53a

）
と
説
明
す
る
。
す
な
わ
ち
、
行
者
自
身
の

心

（
智
慧
）
の
あ
り
よ
う
に
応
じ
て
、
十
種
の
存
在
形
態
（
十
界
）
が
現
出
し
、
そ
の
住
す
る
環
境
世
界
（
国
土
世
間
）
も
、
そ
れ
ぞ

れ
異
っ
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

以
上
、
智

の
自
然
（
環
境
世
界
）
に
た
い
す
る
認
識
や
態
度
に
従
っ
て
、
自
然
を
、
修
禅
に
最
適
な
場
所
と
し
て
の
自
然
、
修
行
者

に
と
っ
て
の
避
難
場
所
と
し
て
の
自
然
、
否
定
さ
れ
る
べ
き
対
象
と
し
て
の
自
然
、
お
よ
び
観
心
の
所
現
と
し
て
の
自
然
、
の
四
つ
の
観

点
か
ら

察
し
た
。

二

自
然
と

自
然

（
ジ
ネ
ン
）

自
然

（
ジ
ネ
ン
）
は
一
般
に

オ
ノ
ズ
カ
ラ
シ
カ
ル

と
読
む
。
こ
の
語
は
古
来

老
子

荘
子

の
道
家
に
お
い
て
使
用
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。（
以
下
、
ジ
ネ
ン
と
読
ま
る
べ
き
自
然
の
語
に
は
、

自
然

の
よ
う
に

を
付
け
た
）
智

は
こ
の
伝
統
的
な
語
を
ど

の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
こ
の

自
然

と
い
う
概
念
は
智

に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
環
境
世
界
と
し
て
の
自
然

（
山
川
草
木
・
天
地
万
物
）
と
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず

自
然

の
意
味
を
確
め
る
た
め
に
、
法
華
経
譬
喩
品
に
あ
る

自
然
慧

と
い
う
語
に
た
い
す
る
智

の
解
釈
を
見
て
み
よ
う
。

法
華
文
句

巻
六
上
に
は
、
こ
の
語
に
つ
い
て
、

辟
支
仏
の
自
然
慧
を
求
む
る
は
、（
中
略
）
自
然
と
は
十
二
縁
の
門
よ
り
入
る
に
、
此
の
門
は
本
よ
り
自
ず
か
ら
こ
れ
有
り
。
仏
・

天
台
智

の
自
然
観
（
山
野
俊
郎
）
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天
・
人
の
所
作
に
あ
ら
ざ
れ
ば
自
然
慧
と
名
づ
く
。
他
に
従
っ
て
聞
か
ざ
れ
ば
ま
た
自
然
慧
と
名
づ
く
る
な
り
。

辟
支
仏
求
自
然
慧
者
、（
中
略
）
自
然
者
、
従
十
二
縁
門
入
、
此
門
本
自
有
之
、
非
仏
天
人
所
作
、
名
自
然
慧
。
不
従
他
聞
、
復

名
自
然
慧
也
。（T

34.
74a

）

と
説
明
し
て
い
る
。
智
慧
（＝

観
）
の
対
象
で
あ
る
真
理
と
し
て
の
十
二
因
縁
（＝

境
）
は
、
他
者
が
作
り
だ
し
た
も
の
で
は
な
く
、

本

よ
り
自
ず
か
ら
こ
れ
有
る

も
の
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
で
本
来
そ
の
よ
う
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に

自
然

（
オ
ノ
ズ
カ
ラ
シ
カ

ル
）
な
る
も
の
と
規
定
さ
れ
る
。
一
方
、
十
二
因
縁
の
境
を
観
察
す
る
智
慧
も
ま
た
、

他
に
従
っ
て
聞
か
ざ
る

も
の
で
あ
り
、
本
有

で
あ
る
が
故
に
、

自
然

な
る
も
の
と
規
定
さ
れ
る
。
ま
た
、

摩

止
観

巻
五
上
で
、
十
乗
観
法
の
第
二

起
慈
悲
心

に
お
い
て
、

慈
悲
の
は
た
ら
き
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
。

か
く
の
如
き
慈
悲
と
誓
願
は
、
不
可
思
議
の
境
智
と
前
に
あ
ら
ず
、
後
に
あ
ら
ず
、
同
時
に

に
起
る
。
慈
悲
は
即
ち
智
慧
、
智
慧

は
即
ち
慈
悲
な
り
。
縁
な
く
念
な
く
し
て
普
く
一
切
を
覆
い
、
任
運
に
苦
を
抜
き
、
自
然
に
楽
を
与
う
。

如
此
慈
悲
誓
願
、
与
不
可
思
議
境
智
、
非
前
非
後
、
同
時
倶
起
。
慈
悲
即
智
慧
、
智
慧
即
慈
悲
。
無
縁
無
念
、
普
覆
一
切
、
任
運

抜
苦
、
自
然
与
楽
。（T

46.
56b

）

こ
こ
で
は
、
智
慧
と
慈
悲
が
相
即
す
る
こ
と
を
述
べ
、
そ
し
て
、
無
縁
の
慈
悲
の
、
苦
を
抜
き
楽
を
与
え
る
（
抜
苦
与
楽
）
の
は
た
ら
き

が
、

自
然

（
任
運
）
で
あ
る
こ
と
が
明
さ
れ
る
。

上
記
の
と
お
り
、
智

に
お
い
て
は
、

自
然

と
い
う
語
は
二
通
り
の
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
す
な
わ
ち
、
一

つ
は
、
も
の
ご
と
（
存
在
）
の
お
の
ず
か
ら
な
る
有
り
よ
う
、
あ
る
が
ま
ま
な
る
有
り
よ
う
を
い
う
。
人
為
（
他
の
作
意
・
作
為
）
が
加
わ

ら
ず
、
そ
れ
自
体
で
あ
る
べ
き
よ
う
に
あ
る
状
態
、
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
真
理
、
法
性
、
実
相
の
有
り
よ
う
を
い
う
。
第
二
に
は
、

天
台
智

の
自
然
観
（
山
野
俊
郎
）

三
九



任
運
・
無
作
・
無
功
用
な
る
は
た
ら
き
を

自
然

と
表
現
す
る
。
こ
れ
は
、
真
理
、
法
性
、
実
相
に
自
ず
か
ら
備
わ
る
は
た
ら
き
の
面

に
つ
い
て
語
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
仏
典
に
お
い
て
、

自
然

に
該
当
す
る
主
な
原
語
は
、
ス
ヴ
ァ
バ
ー
ヴ
ァ
（sv

a
b
h
a
v
a

）
と
ス
ヴ
ァ
ヤ
ン
ブ
ー
（sv

a
y
a
m
-

b
h
u

）
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
ス
ヴ
ァ
バ
ー
ヴ
ァ
（
性
・
自
性
）
が
肯
定
的
に
理
解
さ
れ
る
場
合
、

真
如

や

法
性

、

空
性

、

実
相

な
ど
の
語
が

自
然

と
翻
訳
さ
れ
た
、
と
い
う
（
末
木
文
美
士

仏
教

言
葉
の
思
想
史

岩
波
書
店
、
一
九
九
六
、p

p
.
101

〜102

）。
智

は

摩

止
観

巻
一
上
に
お
い
て
、
四
教
各
々
の
発
心
（
菩
提
心
）
に
つ
い
て
述
べ
る
中
、
法
性
と

自
然

の
関
わ

り
に
言
及
し
て
い
る
。
ま
ず
、
蔵
教
に
お
け
る
菩
提
心
の
理
解
に
つ
い
て
、

理
を
推
し
て
発
心
す
る
と
は
、
法
性
は
自
天
に
し
て
然
り

（
自
天
而
然
）。（
中
略
）
雲
が
月
を
籠
む
る
も
、
妨
害
す
る
こ
と
能
わ
ざ
る
が
如
し
。
煩
悩
を
却
け
已
っ
て
、
乃
ち
法
性
を
見
る
。（
中
略
）

煩
悩
の
中
に
菩
提
な
く
、
菩
提
の
中
に
煩
悩
な
し

（T
46.

6a

）
と
説
か
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
法
性
は

自
然

で
あ
り

天
然

で
あ

る
と
さ
れ
る
。
蔵
教
に
お
い
て
は
、
法
性
（
空
理
）
は
煩
悩
と
隔
絶
さ
れ
た
も
の
と
し
て
示
さ
れ
る
。
雲
（
煩
悩
）
が
消
え
て
自
ず
と
月

（
法
性
）
が
現
わ
れ
る
よ
う
に
、
煩
悩
を
滅
し
お
わ
っ
て
初
め
て
法
性
を
見
る
と
い
う
。
次
に
、
円
教
の
菩
提
心
を
説
く
中
で
、

法
性
と
一
切
法
と
二
な
く
別
な
し
。（
中
略
）
凡
法
に
即
し
て
是
れ
実
法
（
実
相
）
な
り
。
凡
を
捨
て
て
聖
に
向
か
う
べ
か
ら
ず
。
経

に
言
く
、

生
死
は
即
ち
涅
槃
な
り

、

一
色
一
香
も
皆
な
是
れ
中
道
な
り

と
。

法
性
与
一
切
法
、
無
二
無
別
。（
中
略
）
即
凡
法
是
実
法
、
不
須
捨
凡
向
聖
。
経
言
、
生
死
即
涅
槃
、
一
色
一
香
皆
是
中
道
。

（T
46.

6a

〜b

）

と
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
円
教
で
は
、
煩
悩
法
と
法
性
（
実
相
、
中
道
）
は
不
二
で
あ
り
、
一
切
法
が
そ
の
ま
ま
法
性
で
あ
る
と
い
う
。

湛
然
に
よ
れ
ば
、

法
性
は
自
天
に
し
て
然
り

等
、
小
乗
（
蔵
教
）
も
な
お
然
な
り
、
況
ん
や
ま
た
実
理
（
実
相
）
を
や

（

止
観
輔

天
台
智

の
自
然
観
（
山
野
俊
郎
）
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行

巻
五
）
と
述
べ
、
円
教
の
法
性
（
実
相
）
も
当
然
、

自
然

で
あ
り
、
一
色
一
香
も
実
相
さ
な
が
ら
の

自
然

で
あ
る
、
と
さ
れ

る
。
さ
て
、
智

に
よ
れ
ば
、
法
性
は
善
知
識
で
あ
る
と
い
う
。

摩

止
観

巻
四
下
に
お
い
て
、
智

は

善
知
識

に
つ
い
て
詳

し
く
論
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
善
知
識
に
は
外
護
・
同
行
・
教
授
の
三
種
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
法
性
は
教
授
善
知
識
に
あ
た
る
と
し

て
、

法
性
実
際
は
即
ち
是
れ
諦
理
に
し
て
、
諸
仏
の
師
と
す
る
所
な
り
。
境
は
能
く
智
を
発
す
、
即
ち
教
授
〔
善
知
識
〕
な
り

（T
46.

43b

）
と
解
説
し
て
い
る
。

円
教
の
究
極
的
な
真
理
の
立
場
に
た
て
ば
、
山
川
草
木
・
天
地
万
物
な
る
自
然
は
、
本
来

自
然

な
存
在
で
あ
り
、
逆
に
、
法
性
の

自
然

な
る
あ
り
よ
う
が
自
然
の
姿
に
現
成
さ
れ
て
い
る
、
と

え
ら
れ
よ
う
。
そ
の
よ
う
に
観
照
さ
れ
る
自
然
は
、
行
者
に
と
っ
て
、

法
性
（
実
相
）
の
モ
デ
ル
で
あ
り
、
彼
を
教
え
導
く
善
知
識
と
し
て
の
自
然
で
あ
る
、
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

三

悪

と

自

然

こ
こ
で
は
、
悪
と
の
関
わ
り
で

自
然

の
問
題
に
つ
い
て
見
て
み
る
。
智

は

摩

止
観

巻
十
上
で
、
荘
子
の

自
然

説
を

と
り
あ
げ
批
判
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

荘
子

で
は
、

富
貴
を
求
め
ず
、
貧
苦
も
さ
け
ず

と
い
っ
て
無
欲
を
す
す
め
、

自
然

の
妙
を
観
じ
て
道
と
為
す
の
で
あ
る
が
、
智

に
よ
れ
ば
、
実
は
こ
の
教
え
は
、

自
然

の
名
の
も
と
に
恣
に
悪
事
を
は
た
ら
く
も
の

で
あ
る
と
い
う
。

も
し
自
然
を
計
し
て
悪
を
作
す
者
は
、

万
物
は
自
然
な
り

と
謂
っ
て
、
意
を
恣
に
し
て
悪
を
造
り
、
終
に
自
然
に
帰
す
。
こ
れ

乃
ち
無
欲
に
背
い
て
、
し
か
も
欲
を
恣
に
し
、
妙
に
違
い
て
、
し
か
も
麁
に
つ
く
な
り
。（
中
略
）
も
と
自
然
を
以
て
欲
を
息
む
る

天
台
智

の
自
然
観
（
山
野
俊
郎
）
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に
、
乃
ち
自
然
を
掲
げ
て
悪
を
為
す
。

若
計
自
然
作
悪
者
、
謂
万
物
自
然
、
恣
意
造
悪
、
終
帰
自
然
。
斯
乃
背
無
欲
而
恣
欲
、
違
於
妙
而
就
麁
。（
中
略
）
本
以
自
然
息

欲
、
乃
掲
自
然
而
為
悪
。（T

46.
135b

）

す
な
わ
ち
、

万
物
自
然

の
教
え
が
、
か
え
っ
て
悪
を
容
認
す
る
も
の
と
な
る
と
い
う
。
本
来
、

自
然

に
も
と
づ
き
無
欲
に
な
る
べ

き
教
え
が
、

自
然

を
掲
げ
て
、
欲
情
の
ま
ま
に
悪
を
は
た
ら
く
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
荘
周
の
教
え
だ
と
、
智

は
批
判
す
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
仏
教
の
比
丘
で
あ
り
な
が
ら
、
老
荘
の
教
説
に
よ
っ
て
仏
法
を
解
釈
し
た
り
、
あ
る
い
は
、
還
俗
し
て
道
士
と
な
り
、
仏
法
の

義
を
盗
ん
で
外
教
に
あ
て
は
め
、
仏
法
を
破
壊
し
よ
う
と
す
る
者
た
ち
も
い
た
と
い
う
。
智

は
き
わ
め
て
厳
し
い
口
調
で
、
彼
ら
を
批

判
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

摩

止
観

巻
五
下
に
は
、

今
の
世
に
多
く
悪
魔
の
比
丘
あ
り
て
、
戒
を
退
し
て
家
に
還
り
、
駆
策
（
国
役
の
徴
用
）
を
懼
畏
し
て
、
更
に
道
士
に
越
済
（
改
宗
）

す
。
ま
た
名
利
を
邀
め
て
荘
老
を
誇
談
し
、
仏
法
の
義
を
も
っ
て
倫
ん
で
邪
典
に
安
き
、
高
き
を
押
し
て
下
き
に
就
け
、
尊
き
を
推

し
て
卑
し
き
に
入
れ
、
概
し
て
平
等
な
ら
し
む
。

今
世
多
有
悪
魔
比
丘
、
退
戒
還
家
、
懼
畏
駆
策
、
越
済
道
士
。
復
邀
名
利
、
誇
談
荘
老
、
以
仏
法
義
倫
安
邪
典
、
押
高
就
下
、
推

尊
入
卑
、
概
令
平
等
。（T

46.
68b

）

と
あ
る
。
こ
こ
に
い
う

悪
魔
比
丘

と
は
、
湛
然
に
よ
れ
ば
、

出
家
し
、
家
に
還
っ
て
戒
を
破
り
、
ま
た
道
士
と
作
っ
て
、
仏
法
を

破
壊
す
る
者

（

止
観
輔
行

巻
五
ノ
六
）
で
あ
り
、
た
と
え
ば
、
北
周
の
破
仏
の
元
凶
と
な
っ
た
衛
元
嵩
の
ご
と
き
人
物
を
い
う
。

前
述
の
よ
う
に
、
荘
子
の

自
然

義
と
は
、
智

に
よ
れ
ば
、

万
物
自
然

の
教
え
に
も
と
づ
き
悪
を
容
認
し
、
悪
を
恣
に
す
る

天
台
智

の
自
然
観
（
山
野
俊
郎
）
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も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
風
潮
の
影
響
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
仏
教
に
お
い
て
も
、
大
乗
の
円
教
原
理
（
大
乗
空
）
を
掲
げ
て

悪
を
謳
歌
す
る
比
丘
た
ち
が
存
在
し
た
こ
と
を
、
智

は
伝
え
て
い
る
。
彼
ら
は
、
仏
教
に
お
い
て
、

自
然

の
名
の
も
と
に
恣
に
悪

業
を
行
ず
る
比
丘
た
ち
で
あ
っ
た
、
と
い
え
よ
う
。

摩

止
観

巻
五
上
に
は
、
灌
頂
が
設
け
た
十
六
の
問
答
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
第
十
六
番
目
の
問
答
と
し
て
、

問
う
。
一

念
に
十
法
界
を
具
す
と
は
、
作
念
し
て
具
す
と
為
ん
や
、
任
運
に
具
す
と
為
ん
や
。
答
う
。
法
性
は
自
ず
か
ら
爾
る
な
り
（
法
性
自
爾
）、

作
の
成
ず
る
所
に
あ
ら
ず

（T
46.

51c

）
と
あ
る
。
こ
こ
に
い
う

法
性
自
爾

と
は
、
湛
然
に
よ
れ
ば
、

法
性
自
爾

と
は
、
凡
と

聖
の
法
性
は
悉
く

自
爾

（
オ
ノ
ズ
カ
ラ
シ
カ
ル
）
な
る
。

自
爾

は
祇
だ
是
れ

自
然

の
異
名
な
る
の
み

（

止
観
輔
行

巻
五
ノ

二
）
と
解
説
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

一
念
に
十
界
を
具
す

と
い
う
教
え
は
、

一
念

の
本
質
を
い
っ
た
も
の
で
あ
り
、
法
性
の

自

然

を
示
す
教
説
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
様
に
、
大
乗
円
教
（
大
乗
空
）
の
教
説
で
あ
る

非
道
を
行
じ
て
仏
道
に
通
達
す

（
維
摩
経
）
や
、

愛
欲
は
即
ち
是
れ
道
な
り

、

瞋
恚
は
即
ち
是
れ
道
な
り

（
諸
法
無
行
経
）
な
ど
も
、
法
性
の

自
然

な
る
あ
り
よ
う
を
示
す
教
え

で
あ
る
、
と
い
え
よ
う
。
し
か
る
に
、
こ
の
大
乗
空
の

自
然

な
る
教
え
を
曲
解
し
て
悪
を
肯
定
し
、
恣
に
悪
業
を
重
ね
た
禅
師
た
ち

が
い
た
。

摩

止
観

巻
二
上
で
、

悪
を
対
象
と
す
る
観
法

を
説
く
中
、
智

は

大
乗
空

を
標

す
る
禅
師
を
と
り
あ
げ
、
次

の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
。

河
の
北
に
大
乗
空
を
行
ず
る
人
あ
り
、
禁
（
蛇
を
捕
捉
す
る
道
具
）
な
く
し
て
〔
毒
〕
蛇
を
捉
う
る
者
な
り
、（
中
略
）
そ
の
先
師

は
善
法
に
お
い
て
観
を
作
す
に
、
久
し
き
を
経
て
徹
せ
ず
。
心
を
放
っ
て
悪
法
に
向
っ
て
観
を
作
す
に
、
少
し
の
定
心
を
獲
て
、
薄

く
空
の
解
を
生
ぜ
り
。（
中
略
）
純
ら
こ
の
法
を
も
っ
て
一
向
に
他
に
教
う
。（
中
略
）
こ
の
事
は
実
な
り
と
謂
い
、
余
は
妄
語
な
り

と
為
し
、
持
戒
修
善
の
者
を
笑
い
、
謂
っ
て
非
道
と
言
い
、
純
ら
諸
人
に
教
え
て
遍
く
衆
悪
を
造
ら
し
む
。（
中
略
）
其
の
説
く
所
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台
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観
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野
俊
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を
聞
く
に
、
そ
の
欲
情
に
順
ず
れ
ば
、
皆
な
信
伏
し
随
従
せ
り
。

河
之
北
、
有
行
大
乗
空
人
、
無
禁
捉
蛇
者
。（
中
略
）
其
先
師
、
於
善
法
作
観
経
久
不
徹
。
放
心
向
悪
法
作
観
、
獲
少
定
心
、

薄
生
空
解
。（
中
略
）
純
将
此
法
、
一
向
教
他
。（
中
略
）
謂
是
事
実
、
余
為
妄
語
、
笑
持
戒
修
善
者
、
謂
言
非
道
、
純
教
諸
人
、

遍
造
衆
悪
。（
中
略
）
聞
其
所
説
、
順
其
欲
情
、
皆
信
伏
随
従
。（T

46.
18c

）

一
見
、
悪
を
肯
定
す
る
か
の
如
き
大
乗
空
の
教
説
は
、

素
手
で
毒
蛇
を
捉
え
る

よ
う
な
危
険
な
一
面
を
秘
め
た
教
え
で
あ
る
。
こ
の

禅
師
は
大
乗
空
の

自
然

な
る
教
説
を
曲
解
し
、
持
戒
や
修
善
の
行
為
を

非
道

と
い
っ
て
否
定
し
た
。
そ
し
て
、
悪
を
そ
の
ま
ま

肯
定
す
る
悪
趣
空
法
で
も
っ
て
衆
生
を
教
え
導
い
た
と
こ
ろ
、
人
々
は
そ
の
教
説
が
自
己
の
欲
情
に
か
な
う
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
の

師
に
信
伏
し
随
従
し
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
邪
空
の
徒
に
た
い
し
て
、
智

は
ま
た
、
諸
法
無
行
経
の
経
文
を
引
用
し
な
が
ら
、
次
の

よ
う
に
批
判
す
る
。

邪
僻
の
空
心
は
甚
だ
怖
畏
す
べ
し
。（
中
略
）
無
行
経
に
云
く
、

貪
欲
は
即
ち
是
れ
道
な
り

と
。
僻
り
て
此
の

語
を
取
っ
て
、
以
て
無
礙
を
証
す
。
何
ぞ
無
行
経
に

無
礙
の
法
に
貪
著
す
れ
ば
、
是
の
人
は
仏
を
去
る
こ
と
遠
し

、

も
し
空
を
得
る

こ
と
あ
ら
ん
者
は
、
終
に
戒
を
破
せ
ず

と
い
う
を
引
か
ざ
る
や

（T
46.

38c

〜40a

）。
す
な
わ
ち
、
智

は
、
造
悪
無
礙
の
破
戒
行
為

を
重
ね
る
邪
空
の
徒
に
た
い
し
て
、

貪
欲
是
道

を
説
く
諸
法
無
行
経
に
、
同
時
に
、
無
礙
の
法
に
貪
著
す
る
こ
と
を
誡
め
る
文
や
、

空
を
悟
っ
た
者
は
決
し
て
破
戒
し
な
い
、
と
い
う
経
文
が
あ
る
の
を
無
視
し
て
い
る
、
と
言
っ
て
批
判
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
智

の
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
荘
周
の
徒
（
道
士
）
に
、

自
然

（
無
礙
）
の
教
え
を
掲
げ
て
、
恣
に
悪
事
を

重
ね
る
者
た
ち
が
い
た
。
一
方
、
仏
教
に
お
い
て
も
、
大
乗
（
大
乗
空
）
の
名
の
も
と
に
悪
を
謳
歌
し
、
恣
に
破
戒
を
行
ず
る
集
団
が
あ

っ
た
。
両
者
の
相
互
の
影
響
関
係
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
両
者
と
も
に

自
然

を
曲
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
悪
を
無
条
件
に
肯
定

天
台
智

の
自
然
観
（
山
野
俊
郎
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し
、
造
悪
無
礙
に
至
っ
た
者
た
ち
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
風
潮
が
、
当
時
の
仏
教
界
の
堕
落
を
招
き
、
北
周
の
破
仏
の
原
因
と
な
っ
た

こ
と
を
、
智

は
指
摘
し
て
い
る
。

天
台
智

の
自
然
観
（
山
野
俊
郎
）
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